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第
1
回

ミツカン水の文化センターは、2017年から新たなイベント「発見！水の文化」をスター
トしました。これまで開催していた「里川文化塾」を、もう少し身近で、より気軽に参
加できる内容に一新したものです。まずは第一回「江戸の水辺街歩き（日本橋編）」、第
二回「感性を刺激する滝鑑賞」の様子をご報告します。開催レポートはWebで公開中
です。第三回以降もご注目ください！　http://www.mizu.gr.jp/hakken/houkoku/

今も東京に残る「江戸の水路・掘割の跡」。それ
を巡ることで、江戸時代のまちづくりにおける「舟
運・水」の重要性と、今に受け継がれている「水
の文化」を再発見するため、日本橋～茅場町のエ
リアを歩きました。
案内役は東北学院大学経営学部教授の斎藤
善之さんにお願いしました。当日の参加者は19
名。7月の太陽の下、時折そよぐ風に癒されなが
らの散歩となりました。
「江戸の水路・掘割」といっても、今は埋められ
ているところが多いため水辺だけではありません
が、浮世絵などを手がかりに、かつての姿を想像
しながら楽しく学ぶことができました。

センター活動報告

「発見！水の文化」 が始まりました！

江戸の水辺街歩き（日本橋編）
――2017年7月22日（土）13:00～16:30

日本銀行と貨幣博物館に挟まれている駿河町

隅田川で佃島を背にして
まち歩きは終了

（注）滝の定義
流水が急激に落下する場所で、落差が 5ｍ以上あって常に水が流れているところ

講師：斎藤 善之（さいとう・よしゆき）さん 　東北学院大学経営学部 教授

Webで公開中！

音、しぶき、温度、流下する水の迫力あるビジュアル……滝にはさ
まざまな水の魅力がぎっしり詰まっていて、心の活力を回復するチカ
ラがあるといいます。
そこで、東京から日帰りで楽しめる檜原村の滝を巡りました。檜原
村は地形的に滝が多く、「はしご滝」も可能な場所なのです。
今回は、あまり知られていない滝の魅力を発信しつづける「滝ガー
ル」こと坂崎絢子さんと一緒に滝を巡り、五感を刺激しながら心の
回復力を得る滝鑑賞のヒントを教わりました。

感性を刺激する滝鑑賞
――2017年 9月2日（土）、9月30日（土）13:00～16:30

東京都で唯一「日本の滝百選」
に選ばれている「払沢の滝」

一石橋で解説する斎藤先生

東京駅八重洲
北口付近集合

日本橋
日本橋室町
エリア

日本橋堀留町
小網町エリア

日本橋兜町
茅場町
新川エリア

茅場町駅
解散

JR武蔵五日市
駅南口集合

払沢
（ほっさわ）
の滝

中山の滝

JR武蔵五日市
駅南口解散

講師：坂崎 絢子（さかざき・あやこ）さん 　滝ガール

秋川の本流にかかる
「中山の滝」。落差は
1ｍなので滝の定義
（注）からは外れます
が、地域の人々は今
でも滝と呼んで親し
んでいます

思い思いのスタイル
で自由に滝を楽しむ
参加者たち
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取
材
中
に
「
発
見
！
水
の
文
化
」
の
下
見
も
あ
り
、
深
川
や
隅
田
川
、

江
東
区
の
掘
割
を
集
中
的
に
歩
き
、
ク
ル
ー
ズ
し
て
回
っ
た
。
感
じ
た

の
は
水
辺
の
パ
ワ
ー
。
明
日
へ
の
活
力
を
く
れ
、
特
に
穏
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な
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し
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て
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れ
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。
こ
れ
が
、
江
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。（
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夏
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、
木
場
公
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す
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が
溢
れ
て
い
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プ
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子
供
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上
で
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ル
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落
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よ
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。
こ
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地
域
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だ
っ
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木
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京
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発
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さ
せ
ら
れ
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が
、
木
場
の
面
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深
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ゆ
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に
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。
町
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に
あ
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コ
ー
ヒ
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の
香
ば
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匂
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に
は
材
木
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庫
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再
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用
方
法
が
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た
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、
公
園
の
小
さ
な
プ
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に
は
、
角
乗
の
技

術
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新
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可
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す
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。
江
東
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民
生
活
２
年
目
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自
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。
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の
帰
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道
、
木
の
匂
い
に
囲
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れ
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こ
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の
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で
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里
川
文
化
塾
で
染
色
を
取
り
上
げ
た
際
に
も
江
戸
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
い
た
が
、
本
来
「
か
つ
て
の
江
戸
」
と
言
え
る
の
は
イ
ー
ス
ト
・
ト

ー
キ
ョ
ー
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
私
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地
方
出
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者
な
の
で
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戸
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に
少
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憧
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が
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私
に
と
っ
て
の
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
隅
田
川
の
花
火
大
会
。

中
吊
り
広
告
が
電
車
内
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
夏
を
感
じ
る
。

近
年
は
浴
衣
を
着
て
花
火
を
鑑
賞
す
る
人
が
多
い
。
そ
の
時
代
そ
の
次

代
の
楽
し
み
方
が
あ
る
花
火
大
会
。
次
は
ど
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よ
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し
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か
ワ
ク
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今
回
の
エ
リ
ア
か
ら
は
外
れ
る
が
、
別
の
企
画
で
巡
っ
た
旧
中
川
は
、

都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
緑
に
溢
れ
て
い
た
。
水
辺
に
近
く
な
だ
ら
か

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
河
川
敷
は
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
東

京
だ
と
開
発
や
整
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の
印
象
が
強
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が
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そ
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い
っ
た
柔
軟
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も
江
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時
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続
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、
東
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懐
の
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を
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。（
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）

今
回
の
特
集
は
企
画
段
階
か
ら
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
江
戸
時
代
の
浅
草
を
取
り
上
げ
る
な
ら
新
吉
原
遊
郭
を
避
け
て
は

ダ
メ
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よ
」と
背
中
を
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し
て
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さ
っ
た
民
俗
学
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神
崎
宣
武
さ
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を
は
じ
め
、皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
柴
又
帝
釈
天
の
そ
ば
で
生

ま
れ
た
者
と
し
て
、こ
の
号
が
東
京
の
東
側
に
興
味
を
抱
く
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。また、今後の「発見！水の文化」につい
ても、順次ホームページでご案内します。ご注目ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第57号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

『水の文化』57号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form57.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：０３-６６８５-７５９６
メールアドレス：tokyo-office@mizu.gr.jp


